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※ 三 和 土 （ た た き ） 昔 、 民 家 の 土 間 に 使 わ れ た  

１ 火 都 民 の 日             

２ 水 衣 替 え  運 動 会 係 活 動 ⑥ （ ５ ・ ６ ）  

３ 木  運 動 会 全 体 練 習 予 備    B 

４ 金 泰 明 読 書  運 動 会 リ ハ ー サ ル      A  

４ 時 間 授 業 (1～ 4)  

前 日 準 備 ⑤ (5・ 6)              

５ 土  運 動 会            

６ 日  運 動 会 予 備 日  

７ 月  振 替 休 業 日  

８ 火 泰 明 読 書  み ゆ き 通 り 清 掃      A  

９ 水  運 動 会 予 備 日       B  

1０ 木        B  

11 金 保 健 講 話  保 健 講 話 （ 石 川 先 生 ）  

避 難 訓 練 、 学 年 活 動 ③ ④ (2 ) A       

12 土   

13 日   

14 月 体 育 の 日  区 民 ス ポ ー ツ の 日  

15 火  味 覚 の 授 業 (5 )本 栖 前 検 診 (6 )  B    

16 水  本 栖 移 動 教 室 (6) 

り ぷ り ん と       B 6  

17 木  本 栖 移 動 教 室 (6) 

ガ ー デ ニ ン グ (3）       B  

18 金 泰明タイム 

泰明読書 

 

本 栖 移 動 教 室 (6) 

セ ン タ ー 教 室 (4) 

ガ ー デ ニ ン グ (3）         A  

19 土  宇 佐 美 学 園 運 動 会  

20 日  子 ど も フ ェ ス テ ィ バ ル  

21 月 講 話  

学級代表任命式 

委 員 会 活 動 ⑥ (5・ 6) 

後 期 縦 割 り 班 清 掃 始   

お は な し 美 術 館 ⑤ (4 )  

安 全 指 導            A  

22 火  祝 日  

23 水  研究授業のため3-2は6時間授業

            B  

24 木  社 会 科 見 学 (5)           B  

25 金 泰 明 読 書  幼 稚 園 ス ポ ー ツ デ ー    A 

26 土  土 曜 授 業         B  

27 日   

28 月 講話 読書週間始 クラブ活動⑥   A 

お は な し 美 術 館 ⑤ (３ ) 

29 火 泰明タイム 

泰明読書 

縦割り班集会 

美しい日本語教室④(６ )   A 

30 水  芋掘り遠足(幼･3)        B6 

31 木              B  

 
 

Taimei ・令和元・１０・２  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

（ ） は 学 年 、 ○ は 実 施 す る 授 業 時 間 で す 。  

校長相談日  10月1５日（火）  9： 00～ 14:00 
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中央区立泰明小学校 第３４８号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

 先 日 、 実 家 に て 、 幼 い 私 が 母 に 宛 て て 書 い た 手

紙 が 何 通 も 見 つ か り ま し た 。 小 学 生 の 私 が 、 今 は

亡 き 母 に 向 か っ て 様 々 な 手 紙 を 書 い て い ま す 。 我

が こ と な が ら ほ ほ え ま し い も の が 多 い の で す が 、

中 に は 、 「 い っ た い 何 を し で か し た ん だ ？ ！ 」 と

必 死 に 謝 る 手 紙 も あ り 当 時 の 私 に 苦 笑 す る ば か り

で す 。 幼 き 日 に 書 い た も の は 、 大 人 に な っ て 忘 れ

て し ま っ た 純 粋 な 気 持 ち が 呼 び 起 こ さ れ 、 な ん と

も 甘 酸 っ ぱ い 温 か な 気 持 ち に さ せ ま す 。  

 さ て 、 泰 明 小 学 校 に は 、 現 在 た っ た ひ と つ だ け

「 タ イ ム カ プ セ ル 」 が 存 在 す る こ と を ご 存 知 で す

か ？ 「 あ の 敷 地 の ど こ に ！ 」 と 思 わ れ た 方 も 多 か

ろ う と 思 い ま す 。 校 庭 か ？ 小 公 園 か ？ あ る い は 、

学 校 の 金 庫 か ？ ・ ・ ・ い え い え そ ん な 所 で は あ り

ま せ ん 。 実 は 、 銀 座 大 通 り の 「 ユ ニ ク ロ 」 で 有 名

な 銀 座 コ マ ツ ビ ル 西 館 屋 上 庭 園 に そ れ は 存 在 し ま

す 。 今 か ら ８ 年 前 、 当 時 私 が 担 任 し た ６ 年 生 と ビ

ル 屋 上 に 三 和 土 製 法 （ ※ ） の 道 を 造 る お 手 伝 い を

さ せ て い た だ い た 際 、 「 記 念 に タ イ ム カ プ セ ル を

埋 め て は ど う か 」 と ご 提 案 い た だ き 実 現 し ま し

た 。 天 空 の ・ ・ ・ は 大 げ さ に し て も 、 地 面 か ら は

る か 空 高 い 銀 座 の 一 等 地 屋 上 に 埋 め ら れ た 黄 金 の

カ プ セ ル ・ ・ ・ 子 ど も 達 は 思 い 思 い に 将 来 の 自 分

に 向 け て 手 紙 を し た た め 、 思 い 出 の 品 と と も に 封

印 し ま し た 。 そ の 際 、 コ マ ツ ビ ル 様 か ら は 、 「 み

ん な が ２ ０ 歳 に な る 歳 に 再 び こ の タ イ ム カ プ セ ル

を 開 け よ う 」 と 「 ８ 年 後 の 招 待 状 」 も 頂 戴 し 、 今

も 多 く の 卒 業 生 が そ の 招 待 状 を も っ て い る と の こ

と で す 。  

そ う 、 今 年 が そ の 「 ２ ０ 歳 成 人 に な る 年 」 で

す 。 埋 め た 日 と 同 じ １ ０ 月 ２ ０ 日 に 「 タ イ ム カ プ

セ ル 開 封 式 」 が ビ ル 屋 上 に て 開 か れ 一 同 が 会 し ま

す 。 卒 業 式 、 ほ ぼ 全 員 が 別 れ を 惜 し む あ ま り 号 泣

し つ つ 泰 明 を 飛 び た っ た 子 ど も 達 が 、 様 々 な 経 験

を 経 て 、 再 び 集 ま り 旧 交 を 深 め ま す 。 当 時 は 特 認

校 制 度 前 だ っ た こ と も あ り 、 区 内 ど こ ろ か 他 区 ・

他 県 か ら も 泰 明 に わ ざ わ ざ 通 っ て い た 子 ど も 達 で

し た 。 卒 業 し た と た ん に 皆 バ ラ バ ラ な 進 学 先 に 分

か れ 、 ほ ぼ 会 う こ と は 叶 い ま せ ん で し た 。 そ れ が

今 、 「 銀 座 」 「 泰 明 」 と い う 懐 か し い キ ー ワ ー ド

の 下 、 再 び 会 お う と し て い ま す 。 当 日 は 、 マ ス コ

ミ に も 取 り 上 げ ら れ る イ ベ ン ト に な る と の こ と 、

改 め て 有 り 難 い 機 会 を 与 え て い た だ い た と 思 い ま

す 。 カ プ セ ル 内 の 手 紙 を 読 む 成 人 し た 子 ど も 達 の

表 情 が 今 か ら 楽 し み で な り ま せ ん 。  

泰 明 は 「 わ ざ わ ざ 遠 く か ら 通 う 子 達 で で き て い

る 」 と い う 特 殊 な 事 情 は 今 で も 変 わ り ま せ ん 。 だ

か ら こ そ 、 幼 き 日 の 特 別 な 思 い 出 は 、 「 銀 座 」

「 泰 明 」 と い う ２ つ の 「 故 郷 」 キ ー ワ ー ド に 凝 縮

さ れ て い る は ず で す 。  

現 在 本 校 に 通 う 在 校 生 達 に も 、 こ の 学 び 舎 が 自

分 の 幼 き 日 々 を 振 り 返 る 拠 点 と な り ま す 。 私 た ち

教 職 員 は 、 そ の こ と を 胸 に 、 た く さ ん の 満 ち 足 り

た 思 い 出 の 財 産 が で き る よ う 丁 寧 に 日 々 を 重 ね た

い と 思 い ま す 。  

１０月のカレンダー  こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  
天空のタイムカプセル  

副 校 長  山 本  有 子  



（ ※ ） 三 和 土 （ た た き ） ： 昔 、 民 家 の 土 間 に 使 わ れ た 地 面 の 事 で 、 赤 土 ・ 消 石 灰 ・ に が り 等 ３ 種 類 の

材 料 を た た き 固 め た こ と か ら 、 こ の 名 が つ い た 。 今 も コ マ ツ ビ ル 屋 上 庭 園 の 道 と し て 、 人 々 の 足 下 を

守 っ て い る 。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泰 明 読 書  

図 書 館 教育 担 当  大竹  秀 子  

チ ャ イ ムが 鳴 ると 子ど も 達 が自 然 に本 を広

げ 、 「 泰明 読 書 」 と名 付 け た読 書 タイ ムが 始

ま り ま す。 今 年度 は、 A 時程 の 火曜 日 と金 曜

日 が ２ ０分 間 、基 本的 に 全 クラ ス で取 り組

み 、 シ ーン と 子ど も達 が 本 を落 ち 着い た雰 囲

気 の 中 で読 ん でい ます 。 泰 明読 書 の時 間 に

は 、 学 級文 庫 に用 意さ れ た 「泰 明 課題 図書 」

を 読 む よう に 声か けを し て いま す 。  

「 泰 明 課題 図 書」 とは 、 子 ども 達 が多 く物

語 に 出 会い 想 像の 世界 を 膨 らま せ てほ しい と

小 学 生 のう ち に読 んで ほ し い本 を 各学 年で 選

ん だ も ので す 。泰 明小 の 子 ども 達 の多 くは 、

本 を 読 むこ と が大 好き で す 。泰 明 読書 の時 間

を 通 し て、 「 本と 友だ ち 」 にな る 子ど も達 が

増 え て ほし い と願 って い ま す。 ま た、 今年 か

ら 各 学 年、 「 本の おす す め 紹介 」 と称 して 本

の 表 紙 を印 刷 し、 子ど も 達 のお す すめ する 本

を 掲 示 して い ます 。学 校 に お越 し の際 は、 是

非 、 家 庭科 室 前の 掲示 に も 目を 留 めて いた だ

き た い です 。  

 

生 活 科 「 わ た し の ま ち  は っ け ん 」  

２ 学 年 担任  三角  康 祐        

 毎 年 、銀 座 の街 にあ る 様 々な お 店や 施設 に ご 協力 を いた だい て 、 生活 科 の学 習で 「 ま

ち た ん けん 」 を行 って い ま す。 先 日、 小学 校 の 周り を クラ スご と に 並ん で 歩き 、街 の 様

子 を 見 に出 か けま した 。 緑 豊か な 日比 谷公 園 、 たく さ んの 高い 建 物 、に ぎ やか な通 り 、

生 活 に 関わ る 駅や 交番 な ど 、銀 座 の街 には 素 敵 な場 所 がた くさ ん あ るこ と に気 付く こ と

が で き まし た 。  

今 後 は 、様 々 なお 店や 施 設 の中 か ら興 味 の あ る 場所 を 選ん で、 小 グ ルー プ ごと に 見 学

・ イ ン タビ ュ ーを 行う 予 定 です 。 普段 は簡 単 に 入る こ とが でき な い 場所 で 体験 学習 を す

る こ と に、 子 ども 達も 張 り 切っ て いま す。 様 々 な職 業 や人 との 出 会 いを 通 して 、街 へ の

親 し み をも た せた いと 思 い ます 。  

 

運 動 会 に向 け て  

体 育 主 任  船 木裕 介  

学 校 で は、 １ ０月 ５日 （ 土 ）の 運 動会

に 向 け 、全 児 童が 力を 合 わ せて 練 習に 励

ん で い ると こ ろで す。 運 動 会の ね らい

は 、 次 の通 り です 。  

・ 日 常 の体 育 学習 の発 表 の 場と し 、健 康

安 全 に 対し て 理解 を深 め る 。  

・ 全 校 児童 が 参加 し、 演 技 ・競 技 の応 援

を 通 し て、 他 学年 ・他 学 級 と交 流 す

る 。  

・ 演 技 、応 援 、準 備、 片 付 けな ど 、自 主

的 参 加 の態 度 を養 う。  

今 年 度 のス ロ ーガ ンは 「 令 和初  赤白

と も に  た た かお う」 。 元 号が 変 わり 、

ま た 新 たに 自 分た ちが も て る力 を 最後 ま

で 出 し きろ う ！ と いう 子 ど も達 の 熱い メ

ッ セ ー ジが 感 じら れま す 。 当日 は 多く の

保 護 者 の皆 様 にご 協力 を い ただ き ます 。

ご 協 力 に感 謝 申し 上げ ま す 。運 動 会当

日 、 こ れま で の子 ども 達 の 頑張 り とそ の

成 果 を 、ぜ ひ ご覧 くだ さ い 。  

 

３ 年 生 「 日 比 谷 花 壇 ガ ー デ ニ ン グ 」  

                           ３ 学年担任  大竹  秀子  

３ 年 生 は今 年 、日 比谷 花 壇 さん と のコ ラボ 企 画 を行 い ます 。日 比 谷 花壇 さ んか らい た

だ い た 花を 校 内で 育て 、 大 きく 成 長さ せた ら 、 今度 は 日比 谷公 園 に 植え 直 して たく さ ん

の 人 た ちに 緑 の素 晴ら し さ を見 て もら おう と い う企 画 です 。先 週 の 火曜 日 、３ 年生 全 員

で ４ 種 類の 色 とり どり の 花 を鉢 に 植え まし た 。 この 花 に毎 日水 や り をし た り、 雑草 を ぬ

い た り 、丁 寧 にお 世話 を し てい ま す。 来月 に は 、檜 原 村か ら、 木 の 植木 鉢 が届 きま す 。

そ の 鉢 に、 「 緑を 守ろ う 」 とい う 子ど も 達 の メ ッセ ー ジを 書き 日 比 谷公 園 に飾 りま す 。

日 比 谷 花壇 は 、一 般の 方 も 見学 で きる ので た く さん の 来園 お待 ち し てい ま す。  

 


